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た
。
期
間
は
五
月

一
日
に
さ
か

の
ぼ
り
、
来
年
二
月
末
ま
で
。

妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し

て
い
る
女
性
や
同
居
の
家
族
な

ど
二
十
三
歳
以
上
の
町
民
が
対

【鈴
鹿
】
鈴
鹿
市
内
を

中
心
に
飲
食
店
四
店
舗
を

運
営
す
る
外
食
チ

ェ
ー
ン

「
エ
ビ

ス

・
カ

ン
パ

ニ

ー
」

（森
下
晃
社
長
）
は

二
十

一
日
か
ら
、
東
京
都

文
京
区
の
二
代
目
甚
八
本

郷
店
で
、
県
内
の
産
品
を

使

っ
た
メ
ニ
ュ
ー
や
名
産

品
を
紹
介
す
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

「美
し
国
三
重
！
お

い
し
い
も
ん
め
ぐ
リ
フ

ェ

ア
！
」
の
第
二
弾
を
開
始

し
た
。

伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
を

控
え
、
県
の
魅
力
を
東
京

か
ら
発
信
し
よ
う
と
同
社

象
で
、
助
成
額
は
二
千
五
百
１

五
千
円
。
妊
娠
で
予
防
接
種
が

受
け
ら
れ
な
か

っ
た
人
で

一
定

の
条
件
を
満
た
す
人
は
、
助
成

期
間
が
来
年
六
月
末
ま
で
延
長

さ
れ
る
。

補
正
予
算
案
を
可
決

川
越
町
議
会

【
三
重
郡
】
川
越
町
議
会
六

月
定
例
会
は
二
十

一
日
、

一
億

五
千
三
百
五
十
万
円
を
追
加
す

る
本
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

案
な
ど
四
議
案
を
可
決
し
て
開

会
し
た
。
　

　

　

　

」

自
主
組
織
活
動

．

地
域
差
に
課
題

‐３
年
防
災
白
書

政
府
は
２‐
日
、
２
０
１
３
年

売
す
る
。

こ
の
ほ
か
店
内
で
は
、

地
域
産
品
と
し
て
日
永
う

ち
わ
や
亀
山
ろ
う
そ
く
、

桑
名

千

羽
鶴

を

展

示
販

売
。
地
域
の
祭
り
な
ど
も

紹
介
し
て
い
る
。

同
店
長
の
森
下
卓
弥
さ

ん
０
し
は

「県
あ

っ
て
の

自
分
た
ち
。
恩
返
し
の
つ

も
り
で
紹
介
し
、
県
に
人

を
呼
び
込
み
た
い
」
と
し

た
。期

間
は
八
月
末
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
は
同
店
＝
電

話
０３

（
３
８
６
８
）
２
８

１
９
＝

へ
。

の
防
災
白
書
を
閣
議

決
定

し

た
。
大
規
模
災
害
に
備
え
る
に

は
国
や
地
方
自
治
体
だ
け
で
な

く
住
民
や
地
域
が
連
携
し
て
対

策
を
と
る

こ
と
が
重
要
と
強

調
。
そ
の
上
で
住
民
に
よ
る
自

主
防
災
組
織
は
各
地
で
設
置
が

進
ん
で
い
る
が
、
活
動
の
対
象

と
し
て
い
る
世
帯
の
カ
バ
ー
率

は
地
域
差
が
大
き
い
と
課
題
を

指
摘
し
た
。
　
　
　
・

自
主
防
災
組
織
は
１２
年
４
月

時
点
で
全
国
の
市
区
町
村
の
う

ち
９４
％
で
設
置
。
活
動
範
囲
は

全
国
平
均
で
７７
∽
の
世
帯
を
網

羅
し
て
お
り
、
０３
年
の
６‐
晰
か

ら
拡
大
し
て
い
る
。
１２
年
の
都

道
府
県
別
カ
バ
ー
率
は
兵
庫
が

９６
∽
ヽ
山
梨
、
愛
知
が
９５
％
と

高
い
が
、
沖
縄
Ｈ
％
、
青
森
３３

晰
な
ど
低
い
地
域
も
あ

っ
た
。

三
重
は
９３
ゆ
だ

つ
た
０

1北勢‐の味お膳でP・R

が
企
画
し
た
キ

ャ
ン
ペ
ー

ン
。
今
年
二
月
か
ら
始
め

た
第

一
弾
で
は
、
約
三
カ

月
間
で

一
万
三
千
人
が
来

場
し
た
と
い
う
。

第
二
弾
で
は
、
鈴
鹿
以

北
の
北
勢
地
域
を
中
心
に

Ｐ
Ｒ
す
る
企
画
を
展
開
。

地
域

の
食

材
を

使

っ
た

「
二
重
北
勢
お
膳
」
は
、

鈴

鹿

産

小

麦
を
使

っ
た

麺
、
四
日
市
市
の
九
鬼
産

業
の
練
リ
ゴ
マ
を
使

っ
た

ゴ
マ
だ
れ
ハ
鈴
鹿
産
の
豚

肉

「さ
く
ら
ポ
ー
ク
」
を

使

っ
た

「冷
し
ゃ
ぶ
ゴ
マ

だ
れ
う
ど
ん
」
と
桑
名
産

の

ハ
マ
グ

リ
を
使

っ
た

「
し

ぐ

れ

ハ
マ
グ

リ

ご

飯
」
、
鈴
鹿
の
老
舗
和
菓

子
店
春
泉
堂
の

「小
倉
わ

ら
び
も
ち
」
を
セ
ッ
ト
に

税
込
み
九
百
五
十
円
で
販

霧■

'東
京の支店で販売

キ ャンペーン第 2弾として東京で販
売を始めた三重北勢お膳 (二代 目甚
八本郷店提供 )
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討
論
。
小
林
正
司
議
員

（あ
か

つ
き
会
）
は
賛
成

の
立
場
で

「市
と
同
社
が
協
力
し
て
経
費

節
減
や
売
上
げ
増
に
努
め
、
市

が
発
展
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
」
と
述
べ

た

。

中

瀬

古

初

美

（同
）
▽
山
本
芳
敬

（真
政
ク
ラ
ブ
）
▽

久

松

倫

生

（
共

産

党
）
―
の
三
議
員
も

賛
成
討
論
し
た
。

山
中
光
茂
市
長
は

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
責
任
の
重

さ
を
感

じ

て
い
る
」
と
述
べ

ま
れ
た
大
規
模
な
集
落
跡
。
整

然
と
配
置
さ
れ
た
建
物
跡
や
、

東
海
地
方
な
ど
他
地
域
の
土
器

が
出
土
。
周
辺
に
は
卑
弥
呼
の

墓
と
の
説
が
あ
る
箸
墓
古
墳
も

あ
り
、
古
代
国
家
形
成
期
の
重

要
な
遺
跡
と
評
価
し
た
。

長
崎
原
爆
遺
跡
は
、
被
爆
の

跡
が
残
る
旧
城
山
国
民
学
校
校

舎
の
ほ
か
、
爆
風
で
落
下
し
た

浦
上
天
主
堂
旧
鐘
楼
、
位
置
が

育
所
の
機
能
を
併
せ
持
つ
新
た

な

「認
定
こ
ど
も
園
」
の
運
営

指
針

と
な
る

「
保
育
要
領
」

（仮
称
）
を
策
定
す
る
た
め
、

初
の
検
討
会
議
を
文
部
科
学
省

で
開
き
、
有
識
者
ら
が
教
育
と

児
童
福
祉
の
両
面
か
ら
盛
り
込

む
べ
き
内
容
を
議
論
し
た
。

新
た
な
認
定
こ
ど
も
園
は
、

認
可
と
指
導
監
督
を
内
閣
府
が

行
い
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
開

た
。

纏
向
遺
跡

史
跡
指
定

ヘ

長
崎
原
爆
遺
跡
は
登
録
記
念
物

文
化
審
議
会

（
富
田
亮
平
会

長
）
は
２‐
日
ヽ
邪
馬
台
国
畿
内

説
の
最
有
力
地
と
さ
れ
る

「纏

（富
山
市
）
な
ど
３
件
を
天
然

記
念
物

に
指
定

す
る
よ
う
答

申
。

「酒
谷
の
坂
元
棚
田
お
よ

就
業
希
望
＝

３
０
３
万
・

求
職
し
て
い
な
い

政
府

は
２‐
日
午
前

で
、
２
０
１
３
年
版

同
参
画
白
書
」
を
決
一

‐５
歳
以
上
で
働
く
こ
レ

探
し
も
し
て
い
な
い
一

ち
、
就
業
を
希
望
す
ス

０
３
万
人
に
達
し
、
引

が
非
正
規
労
働
を
望
２

こ
と
を
報
告
し
た
。

安
倍
政
権
は
「女
性

を
成
長
戦
略
の
中
核
″

け
て
い
る
。
少
子
高
訟

む
中
、
出
産
や
育
児
丼

離
職
し
た
女
性
の
労
脇

り
込
み
た
い
考
え
だ
一

方
の
選
択
肢
を
増
や
十

環
境
整
備
が
必
要
と
わ

だ
。
内
閣
府
は
「子
育
ブ

中
心
に
、
非
正
規
雇
田

な
働
き
方
と
考
え
て
・′、

が
多
い
の
で
は
な
い
・

析
し
て
い
る
。

暴
言
参
事
官
、停
Ш

復
興
庁
、
ス
ピ
ー

根
本
匠
復
興
相
は
釧

文
投
稿
サ
イ
ト
の
ツ
ノ

で
東
日
本
大
震
災
の
拉

援
団
体
や
被
災
自
治
汁

言
を
繰
り
返
し
て
い
わ


